






（別紙様式５）                                       
論 文 内 容 要 旨 
(NO, 1) 
氏  名 及川 貴也 提出年 平成２９年 
学位論文の 
題   目 
植物の生命現象を制御する膜輸送タンパク質の機能解析 
 
論 文 目 次 
Abbreviations            1 
General Introduction           4 
Chapter 1: Functional analysis of GTR1 as JA-Ile transporter in Arabidopsis     8 
Chapter 2: Dimerization of GTR1 controls plasma membrane localization     25 
Chapter 3: Ion channels responsible for nyctinastic leaf opening in Samanea saman    32 
Conclusion           66 
Acknowledgement          67 





本学位論文では、シロイヌナズナ（Arabidopsis thaliana）の多機能輸送体 GTR1（第 1 章および第 2
章）およびアメリカネムノキ（Samanea saman）のイオンチャネル（第 3 章）に関して、活性制御
機構および発現メカニズムを解析し、生命現象との関連性を評価した。 
 第 1 章では、gtr1 変異体の表現型解析により、多機能輸送体 GTR1 のジャスモン酸イソロ
イシン（JA-Ile）輸送体としての生理的役割を見出した。植物体内におけるジャスモン酸類の内生
量および、重水素標識化 JA-Ile の定量実験により、gtr1 変異体では、傷害葉から非傷害葉へのジャ
スモン酸（JA）および JA-Ile の輸送が少ないことが示された。しかし、非傷害葉におけるジャスモ
ン酸応答性遺伝子の発現を比較すると、野生型植物よりも gtr1 変異体でより高く発現していた。こ
の結果は、GTR1 が JA / JA-Ile の適切な分布を行い、非傷害葉における過剰な JA 応答を減弱させる
ことを示唆する。 
 第 2 章では、多機能輸送体 GTR1 の翻訳後修飾による調節機構に関する実験を行った。ア
フリカツメガエル卵母細胞を用いた輸送活性測定実験および Bimolecular fluorescent 
complementation 法によるタンパク質間相互作用の検出実験により、GTR1 の 135 番目のスレオニン
残基（T135）の脱リン酸化が、GTR1 の二量体化および細胞膜局在に重要であることが示された。 
 第 3 章では、マメ科植物の１種アメリカネムノキの葉を開かせる運動に関与するイオンチ
ャネルを探索した。次世代シーケンサーによる遺伝子配列解析およびアフリカツメガエル卵母細胞
を用いた異種発現系によるイオンチャネルの輸送活性解析によって、S 型アニオンチャネルである
SsSLAH1と SsSLAH2および Shaker型カリウムイオンチャネルである SPORK2を新規に見出した。
定量的 PCR 法により、各イオンチャネルの遺伝子発現部位や発現変動を調べた結果、SsSLAH1 が、
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